
公益社団法人日本天文学会理事会議事録 

 

日  時：2015 年 5 月 31 日（日）15:15 － 16:40 

場  所：八重洲ホール 201 号室 

出席理事：市川、半田、山下、中村、柴田、嶋作、青木、佐藤、須佐、政井（以上 10 名） 

出席監事：渡邊、松原（以上 2名） 

欠席理事：望月、熊谷、山岡、谷口（以上 4 名） 

また、西野事務長、黒岩事務員、佐藤次期事務長予定者が出席した。 

 

I. 確認事項など 

I-1 議事に先立ち、出席理事が 10 名で定足数を満たし、本会が成立することが確認され

た。 

また定款に基づき、会長・副会長の選出後、議長と署名人の確認がなされた。 

議 長：市川 隆 

署名人：市川 隆、半田 利弘、渡邊 鉄哉、松原 英雄 

I-2 前回議事録 

資料 2 に基づき、前回（2015 年 5 月 10 日）の理事会議事録が報告・確認された。 

 

II. 報告 

II-1 移籍・退会報告（資料 3、山下） 

2015 年 5 月 2 日より 2015 年 5 月 31 日までの間の移籍・退会者数が報告された。正

会員入会申請者 34名、準会員入会申請者 0名（以上は本理事会の議題での承認待ち）、

準会員から正会員への移籍会員数は 0 名、正会員から準会員への移籍は 0 名、正会員

退会 2 名、準会員退会 0 名、賛助会員退会 0 名。会費未納による会員資格喪失者は正

会員 21 名、準会員 15 名であった。 

II-2 事業担当理事の近況 

1. 年会（佐藤） 

秋の年会の準備を進めている。6 月 9 日から講演申し込みが始まる。2 件の企画

セッションが承認されている。特別セッションを開催する可能性あり。天文教育

フォーラムも開催予定。6 月 30 日にプログラム編成会議を開く予定。 

2. 月報（青木） 

編集作業を継続している。天文学会の活動に関連したものを記事にしたい。天文

月報の電子化については実務理事で方向性を検討したい。 

3. PASJ（嶋作） 

すばる特集は 6 月号から始まる。15 件集まった。受理時期に応じて 3 回に分け

て掲載して 

いく予定。 



4. 庶務(山下) 

本日着任で特に活動報告なし。 

5. 会計（柴田） 

各賞の資金が減っているので、寄付を募っているがなかなか集まっていない。寄

付のお礼としてクリアファイルを準備中。 

6. 天文教育（中村） 

山岡理事の報告『「大学教育の分野別質保障のための教育課程編成上の参照基準」

における天文学分野の策定状況について、日本学術会議物理学委員会に 5 月 29

日に報告した。』を中村が代読した。代議員総会で提案された「天文教育普及賞」

の設置、「天文遺産の認定」について検討を進める。これらの賞の選考・認定す

る委員会の設置するにあたって、理事会任期の途中で発足する委員会の委員の任

期が明記されていない問題を解決する必要がある。 

7. 年会開催地 

甲南大学（須佐） 

地図やお知らせを作成した。WiFi は Edurome を使う。ウエッブページを作成中。

懇親会はキャンパス内（カフェ・パンセ）で 9 月 10 日に開催。公開講演会は 9

月 12 日に「元素の起源」というテーマで開く予定。宣伝は科学館や高校関係を

中心に行う。ポスターボードは確保済み。保育室の部屋を決定した。会場費は 4

日間で 35 万円ほど。 

首都大（政井） 

3 月 13 日公開講演会、14 日から 17 日に年会を開催予定。正式に部屋の予約を

入れた。ポスター会場は 70 名規模の教室を 10 部屋割り当てる予定。保育室は初

日の分だけ入試後期日程の関係で確保できていない。ポスターボードを外部から

レンタルする予定。懇親会は生協食堂、学内食堂でできるのは 150 名まで。200

名までは隣接したホールやスペースを使うことで対応できそう。いずれにせよ多

少手狭である。 

愛媛大（山下） 

谷口理事の報告「学内での担当者を決めて、準備体制を整えた。会場 (講演、ポ

スター、懇親会、会議室、保育室、一般講演会)は確保済み。会場使用料はかか

らない。ポスターボード 仮予約済み。秋までにポスターボードの見積もりを報

告予定。」を山下が代読した。 

九州大（中村） 

山岡理事の報告『平成 29 年 3 月年会の会期について。九州大学卒業式の日程が

未定のため、年会の会期も決定できない。卒業式日程は今年夏ごろ決定されると

のことで、それを受けて日程決定の予定。日本物理学会年次大会（3/17-20、大

阪大学）と一部重なる可能性あり。年会会場である伊都キャンパスは僻遠のため、

公開講演会は市内中心地の天神地区を軸に探しているところ。日程確定次第、会

場を押さえる。市の外郭団体である「福岡コンベンションビューロー」に情報収



集。観光パンフレットは無料配布。海外から 50 名参加があれば補助金あり。企

画/特別セッションによっては可能かもしれない。』を中村が代読した。今後海外

参加者への対応を日本天文学会として検討する。 

 

II-3 事務所報告 

常勤 2 名、短時間契約職員 6 名で通常業務を行っている。 

II-4 鳥取市の光のタワー計画（山下） 

鳥取市が計画していた光のタワー計画は中止になったが、今後も他の場所で同様の問

題が起こる可能性もあるので、天文学会としても実務理事が対応を検討することにな

った。 

 

III. 議題 

III-1 会長・副会長の選出（山下） 

協議の結果、理事の互選で、会長、副会長を以下の通り選出した。 

会長  市川 隆 

副会長 半田利弘、望月優子 

III-2 新規加入者の承認（山下、資料 7） 

新規入会者申請者リストの確認の後、承認された。 

 

[資料リスト] 

資料 1 理事会出欠席表 

資料 2 前回理事会（2015/5/10）議事録 

資料 3 新規入退会・移籍者などの報告 

資料 4 鳥取市の光のタワー計画について 

資料 5 理事・幹事・委員会委員・顧問のリスト 

 

 

2015 年 5 月 31 日 

    会 長：市川 隆      印 

 

 

    副会長：半田 利弘     印 

 

 

    監 事：渡邊 鉄哉     印 

 

 

    監 事：松原 英雄     印 


